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本シリーズ発表では、統計的安全評価手法における核的パラメータの不確かさに関する検討について報

告する。発表(2)(3)では、核データライブラリ不確かさの影響を示す。 
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1. 緒言 

共分散核データを起源とする GNF-J の BWR 炉心特性不確かさ評価システム 1)2)に 3 次元動特性計算コー

ド TRACG を接続することで、過渡解析までの一貫した不確かさが評価できる。本システムを用いて核デ

ータライブラリ不確かさが炉心の過渡特性に及ぼす影響を定量化した。また、核データライブラリ不確か

さを対象として TRACG において炉心パラメータを摂動させる計算 3)（以下、TRACG 従来統計手法という）

を実施し、得られた不確かさを LANCR-AETNA-TRACG の一貫したランダムサンプリング法（以下、一貫

ランダムサンプリング法という）によるものと比較して適用性を確認した。 

2. 核データライブラリ不確かさ影響の定量化 

本評価は発表(2)で評価した炉心計算（13 ヶ月運転、ABWR 平衡炉心）の結果を用いて、発電機負荷遮断

タービンバイパス弁不作動事象について過渡解析を実施した。過渡開始時の初期 MCPR で規格化したΔ

MCPR（以下、ΔCPR/ICPR という）について不確かさの影響は相対標準偏差で約 1.6％と過渡への影響は

小さいことが分かった。 

3. TRACG 従来統計手法への適用性 

上述の一貫ランダムサンプリング法を参照解とし、核データラ

イブラリ不確かさの影響評価について、TRACG 従来統計手法の適

用性を検討した。すなわち、一貫ランダムサンプリング法による

炉心計算段階で得た炉心パラメータ（ボイド係数等）の標準偏差

およびその分布形状を用いて、それぞれ独立にランダムサンプリ

ングを実施して TRACG 解析用の入力を作成し過渡解析を実施し

た（図 1）。この結果、ΔCPR/ICPR について不確かさの影響は相対

標準偏差で約 1.9％となり、一貫ランダムサンプリング法を用いた

不確かさ評価との差は約 0.3％となった。このような差が生じる主

な要因は、TRACG 従来統計手法では共分散核データライブラリ不

確かさに起因する炉心パラメータ間の相関を考慮せずそれらを独

立した変数として扱っているため、共分散の影響が失われている

ためであると考えられる。このように本事象では一貫ランダムサ

ンプリング法の方が炉心パラメータ間の相関によりΔCPR/ICPR

の不確かさが低減されることが確認された。よって、本事象にお

いて核データライブラリ不確かさを対象とした TRACG 従来統計手法の適用性を確認できた。 
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